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決算セグメント別業績

(単位：百万円)
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セグメント別 売上高・営業利益

 営業利益は１０期連続、売上高・経常利益は４期連続、親会社に帰属する当期純利益は２期連続で増収増益
 売上、営業利益、経常利益、親会社に帰属する当期純利益は、いずれも過去 高

18/3 19/3 増減額 増減率 18/3 19/3 増減額 増減率

輸 送 事 業 443,167 462,459 19,291 4.4% 20,965 24,475 3,509 16.7%

自 動 車 販 売 事 業 103,342 102,233 ▲ 1,108 ▲1.1% 4,922 4,850 ▲ 71 ▲1.5%

物 品 販 売 事 業 31,575 33,518 1,942 6.2% 809 829 19 2.4%

不 動 産 賃 貸 事 業 1,598 1,651 52 3.3% 1,239 1,334 95 7.7%

そ の 他 16,445 18,574 2,128 12.9% 920 901 ▲ 18 ▲2.0%

調 整 額 - - - - ▲ 978 ▲ 1,182 ▲ 203 -

合 計 596,130 618,436 22,306 3.7% 27,879 31,209 3,330 11.9%

29,120 33,629 4,509 15.5%

20,046 21,216 1,170 5.8%

5.2 5.2 - -

売上高 営業利益

経常利益

親会社株主に帰属する
当期純利益

ＲＯＥ
（自己資本当期純利益率）
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2.4

+11.9％

注） *西濃運輸１８/３ １９/３

利益創出の主な要因
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適正運賃未収受荷主改善結果

運賃政策（適正運賃収受）

5

輸送事業

※対象：西濃運輸 一般便■ 運賃収受率が１０５．２％伸長したが、伸びしろは残存

（１０年タリフ換算）運賃収受率

前年比 １０３．３％ １０５．２％ １０４．７％

18/3

目標：６２．０％

19/3

 適正運賃未収受荷主
占有率
２４．３％ ⇒ １７．４％
（６．９％の改善）

 個建契約の改善 ３０．３％
０７年以前タリフ契約の
改善 ３３．５％

２０１９年３月 適正運賃未収受荷主分布
（運賃収受率６２．１％未満 全荷主の２４．５％）

 適正運賃未収受荷主に対し、
長距離帯 （６０１㎞以上）
高重量帯 （８０１ｋｇ以上）を
中心に、１８年タリフへの
切替・単価交渉を行い
収受率の向上を図る

２０１９年３月 契約別荷主数分布

（運賃収受率５９．０％未満の荷主）
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抹消

継続

新規

18/3 19/3

100％ 94％

100％
79％

15％

▲21％
80

85

90

95

100

105

110

物量に関する営業政策

物量推移（前年比）

個人宛商品の減少 ３９２ｔ ／日

荷主件数（前年比）

■ 個人宛商品の減少、荷主数の減少により物量減

6

ＳＤ時間当たり生産性（前年比）

労働時間/日 単価取扱量

取扱量は増加

労働時間は削減

９６．３％ １０１．５％ １０６．６％

（％） （％）

18/3 19/3 20/3

輸送事業

(西濃運輸)
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輸送事業

用車料増加の内訳

用車料のコントロール

運行便自社化率
(西濃運輸)

76.9% 76.5%
76.0% 75.4%

86.8%
85.7%

84.4% 84.4%

74.3% 74.1% 74.1% 73.7%

70%

75%

80%

85%

90%

17/9 18/3 18/9 19/3

運行便全体 ～400km 401～600km

増便

5％

その他

5％

貸切増加

34％

支払単価
アップ

19％

自社戦力補完

37％

80

90

100

110

件数 重量* 収入* 費用*
(*1便当たり)

貸切実績前年比

103.9％ 100.6％ 103.2％ 102.5％
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海外（フィリピン）

8

地域ナンバー“ワン”への挑戦

 ＳＵＢＩＣ ＧＳ ＡＵＴＯ ＩＮＣ

・ ２０１８年１２月期 実績 前年比

販売台数 ９５３台 ８４％

売上高 ３，７１５百万円 １０６％

販売台数減少も ＋α の事業展開

・ 冷凍機の取付け販売・修理実施

・ ボディ架装工場開設

 ユニクラ自工（愛知県）

・ ２０１９年３月期 実績 前年比

売上高 １９０百万円 １０６％

営業利益 １８百万円 １７８％

・ 整備工場改築

２期工事１２月完成

改築による作業の効率化と

メカニックの採用 ・ 定着促進

 トヨタ事業

・新型車がない中、軽自動車販売に注力

・２０１９年３月期 実績 前年比

軽自動車 １，６１２台 ２１０％

 日野事業

・車検を中心に整備入庫を促進

保有ビジネスを拡充し、増収増益

・２０１９年３月期 実績 前年比

整備収入 ７，４８２百万円 １０１％

・岐阜日野

鈑金塗装工場稼働

本社整備工場改築

作業の効率化によりＥＳ向上

トヨタ・日野事業 自動車整備ネットワーク

自動車販売事業
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19/3 20/3（予） 増減額 増減率 19/3 20/3（予） 増減額 増減率

輸 送 事 業 462,459 473,000 10,540 2.3% 24,475 25,700 1,224 5.0%

自 動 車 販 売 事 業 102,233 102,000 ▲ 233 ▲0.2% 4,850 5,000 149 3.1%

物 品 販 売 事 業 33,518 33,500 ▲ 18 ▲0.1% 829 850 20 2.5%

不 動 産 賃 貸 事 業 1,651 1,700 48 3.0% 1,334 1,400 65 4.9%

そ の 他 18,574 19,800 1,225 6.6% 901 800 ▲ 101 ▲11.3%

調 整 額 - - - - ▲ 1,182 ▲ 1,150 32 -

合 計 618,436 630,000 11,563 1.9% 31,209 32,600 1,390 4.5%

33,629 34,600 970 2.9%

21,216 31,000 9,783 46.1%

売上高 営業利益

経常利益

親会社株主に帰属する
当期純利益

２０/３ セグメント別業績予想

(単位：百万円)

9

セグメント別 業績予想
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バリューアップ チャレンジ２０２０
～成長へのテイクオフ～
２０１７年４月～２０２０年３月

持続的成長の実現

×

国家社会への貢献 ＝ お客様の繁栄

第２次 総合物流商社の完成
オープン ・ パブリック ・ プラット

フォーム（Ｏ.Ｐ.Ｐ.）の構築

お客様が享受できるもの
◆ セールスアップ（販路・商機・商圏拡大） ◆ コストダウン（固定費圧縮、変動費化）
◆ プロフィットアップ（生産性・効率性向上） ◆ バリューアップ（社会的存在意義向上）

10

中期経営計画
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 国内貨物輸送量の減少
 社会構造、消費、流行の変化
 グローバル・ボーダーレス化
 情報通信による産業変革
 企業の物流コスト削減

 安全の確保
 現実味を帯びる資源の有限性
 環境保護（環境適応対策）

イノベーション・創出 安全・環境・ＣＳＲ強みの差別化

日本の社会的課題 ： 人口減少は避けられない

日本の効率をアップする

 国内人口の減少
 少子高齢化による若年労働力不足
 都市部への人口集中（地域間格差の拡大）

価値の 大化

ＳＤＧｓ

ＥＳＧ

環境：Ｅ（社会の環境負荷軽減）
社会：Ｓ（社会的課題の解決）
安全：Ｇ（社会的ロスの削減）

事業基盤の拡大
人的資源確保、人材価値・能力向上
地球環境、社会貢献
ステークホルダーが参画する経営

11

 既存ビジネスの成長、効率化、業容拡大
 新たなビジネスモデルの創出
 シェアリング、マッチングによる業態変革
 作業機能の効率提供による価値の明確化
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【事業基盤の拡大】

≪業容の拡大≫        ≪効率化の追求≫

【人的資源確保、人材価値・能力向上】

≪人材の採用、育成、定着≫
≪働き方（能力発揮意識）改革≫
≪ＣＳ、ＥＳ、生産性の向上≫ 【ステークホルダーが参画する経営】

≪コーポレートガバナンス≫
≪リスクマネジメント≫

【地球環境、社会貢献】

≪ Ｏ．Ｐ．Ｐ． ≫  ≪環境≫ ≪運び方改革≫
≪安全 、安心≫              ≪社 会 貢 献≫ 

ＳＤＧｓによる目指すべき方向性

12
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路線

チャーター

ＢｔｏＢ物流における盤石なネットワークの構築

全国１ＤＡＹネットワークによるリードタイム短縮

輸送事業①

２０１８年３月期

東京～大阪

完全翌日配達

２０１９年３月期

関東圏～関西圏

完全翌日配達

２０２０年３月期

全国

完全翌日配達

ス
テ
ッ
プ

全国完全翌日配達へ

ＣＳ・ＥＳの
向上

幹線のダイヤグラム化

出発時間 ▲３３分

路線到着の

前倒し

集配業務の

効率化

13

人的資源確保、
人材価値・能力向上
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連結運行による効率化

輸送事業②

２０１９年４月 ４社によるダブル連結トラックの共同運行開始

２０１９年３月 改正物流総合効率化法に基づく認定

２０１８年７月 往復運行開始（小牧 ⇔ 藤枝）

２０１８年３月 片道運行開始（小牧 ⇒ 藤枝）

人的資源確保、
人材価値・能力向上

地球環境、社会貢献 自社運行に加え、共同運行を開始

自社運行 共同運行



Seino Transportation Co., Ltd.SEINO HOLDINGS Co., Ltd. 15

鉄道・船へのモーダルシフト

輸送事業③

２０１８年５月から

大阪府：吹田貨物ターミナル駅 ⇔ 宮城県：仙台港駅間で運行開始

２０１９年６月から

有明港（東京）⇒苅田港（福岡）へ開始予定

カンガルーライナーＳＳ６０号を運行開始 フェリーによる運行開始

人的資源確保、
人材価値・能力向上

ＣＯ2削減量：１２，０３６トン／年

年間排出量の９％相当 （西濃運輸）

２０３０年 日本の温室効果ガス削減目標 ２６％減 (２０１３年比)

走行距離６００ｋｍ以上の運行便を鉄道・フェリーにモーダルシフト

地球環境、社会貢献
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 CO2排出量削減（１５％減）

 災害時 非常用電源装置としての地域貢献

 アイドリングレスによる環境への貢献

世界初 ＡＩ利用勾配先読みハイブリッド

輸送事業④ （先進環境対応車）

16

地球環境、社会貢献
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ＩＴによるＣＳ、ＥＳの向上

17

 お客様の声を反映させたＫＭ２のバージョンアップ
 ＥＤＩ化により、覚えなくても、誰でもできる業務のしくみを構築
 セイノーがお客様に提供するＷｅｂサービス「マイセイノー」により、

お客様の手間を軽減

ＢｔｏＢ取引のＥＤＩ化率

KM２

40.0％輸送情報交換

28.1％

＋16.9％+7.2％

19/3

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

3/1 3/2 3/3 3/4 3/5 3/6
16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3

100.0％
90.0％

74.1％
65.7％

57.0％
50.7％

マイセイノーのサービス

ＥＤＩ化率の内訳

輸送事業⑤ （ＩＴ効率化①）

本⽇の商品が「どこから「どれだけ」
「いつ」届くかを事前に確認できます。

事業基盤の拡大 お客様の作業と当社の業務効率化

人的資源確保、
人材価値・能力向上

その他
6.0％
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ITと位置情報可視化による効率化

配達時間メールサービス

チャットサポート
お客様のお問い合せ内容に対する

適切な ページをチャットボットがご案内

お客様がお問い合せをする手間を省き、

商品のお届け時間をご提供

配達ナビ

 ＡＩによる自動ルート組み配達ナビを
構築し、誰でも配達できる環境を整備

 配達時間メールと連動させ、お客様は
次工程にご活用

いち知るアクセス件数と入電推移

輸送事業⑥ （ＩＴ効率化②）

事業基盤の拡大

人的資源確保、
人材価値・能力向上

配達時間メールサービス
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輸送事業⑦

19

館内物流の広域化とＢＣ（ビジネスセンター）との融合

２０１８年３月期

東京・名古屋の

案件開発

２０１９年３月期

大阪へ拡大

館内物流とＢＣを融合

２０２０年３月期

街区一帯での

スマートシティ実現

街区一帯でのスマートシティ

ス
テ
ッ
プ

スマートシティ

 環境に配慮しながら経済発展を目指す都市構想

 東名阪でのＢＣ・館内物流・集配車両の一体運用

 街区一帯での効率的な物流サービスを実現

社会的効果

 交通渋滞の緩和、環境負荷低減 （CO2排出量低減）

 省人化対策・ドライバー不足への対応
（女性の雇用促進・自動搬送機器導入検討）

 歩行者等、周辺交通の安全確保

事業基盤の拡大
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ロジ・トランス機能の拡大

２０１８年３月期

ロジ・トランス

首都圏＋物流センター

２０１９年３月期

ロジ・トランス

西濃運輸 全国展開

２０２０年３月期

ロジ・トランス

グループ 全国展開

20

ファクトリー機能による効率化、軽減化の提供

セ
イ
ノ
ー

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ス
テ
ッ
プ

社会的効果

 人材の有効活用

 配送レス（環境対応）

 集配レス（環境対応）

（労働力不足対策）

お届け先

お届け先

お届け先

お届け先

お届け先

特積み輸送の創造につながるロジスティクス事業

上階：ファクトリー機能

下階：ターミナル

当社拠点にお客様のロジスティクス機能を集約

⇒社会全体の効率化・軽減化を実現

ロジスティクス

 人材採用の負荷軽減

 トータルリードタイムの削減

 荷受け・出荷作業の削減

効率化・軽減化

地球環境、社会貢献

事業基盤の拡大
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日系企業の海外流通サポート

２０１８年３月期

フィジビリティスタディ

２０１９年３月期

５つの

機能提供

２０２０年３月期

東南アジア全体へ

５つの機能展開

海外現地法人

 タイ

 インドネシア

 マレーシア

ス
テ
ッ
プ

国際

事業基盤の拡大

21

アジア進出日系企業へ物流ネットワークを提供
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お互いの補完によるＣＳとＥＳの向上と社会貢献

セイノーＨＤ

６７８ 拠点

２６，４４３ 人

２５，５０３ 台

インタンク
１６５ヶ所

インタンク
２１５ヶ所

※  国内輸配送関係のみ
※  ２０１９年３月３１日現在

福山通運

３９５ 拠点

２４，０３７ 人

１５，９５５ 台

 企業間防災協定

 社会奉仕活動

 共同購入・仕入れ・販売

 車両事故防止教育活動

・ 新人ＳＤの基本動作習慣づけ

・ 路線乗務社員の接岸時、後突事故防止

２０１９年
３月期

５，８８３人
≪ＣＯ２削減≫

３６２ トン

２０１７年

３月期

３，７４８人

２０１８年

３月期

４，０３６人

実運送での
共同運行
（エコアラ）
３，６１１人

１，６１７
３１９

２，９６８

４６１

１，９０７

５１２

共同運行
１，５２４人

エコﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ
７４８人

 エコデリバリー（共同一括配送サービス）

・５９ヶ所（エリア９ヶ所、荷主５０ヶ所）運用

（新設：６ヶ所 今年度目標：８ヶ所）

・荷待ち時間削減に関する情報交換

 共同運行による幹線輸送の効率化

・１８１コース（新設：７０コース、今年度目標：７０コース）

・コンテナのラウンド輸送 ８コース（新設：２コース）

 エコアライアンスでの実運送を伴った共同運行

・２２コース（新設：１２コース、今年度目標： １３コース）

社会奉仕活動 車両事故防止教育活動（安全督励）

O.P.P 福山通運

22

大型物流倉庫、
過疎地域での協業

ダイレクト運行、
ペア店の拡大

共通課題の解決

人的資源確保、
人材価値・能力向上

地球環境、社会貢献
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２０１９年６月 協業のシンボル成田支店オープン

国内⇔国際の一貫輸送でお客様の手間を削減

23

阪急阪神エクスプレス入居 西濃運輸トラックターミナル

東南アジアでの協業

セイノーの国内ネットワーク/ロジトランス機能と阪急阪神のグローバルネットワークが融合

O.P.P 阪急阪神HD （国際）

地球環境、社会貢献

輸送取引高前年比

50%

100%

150%

200%

250%

300%

350%

400%

450%

18/3 19/3 20/3



Seino Transportation Co., Ltd.SEINO HOLDINGS Co., Ltd.

コミュニティ・コンシェルジュの展開

２０１８年３月期

政令指定都市での展開

２０１９年３月期

地方都市部での展開

２０２０年３月期

多言語対応による
アジア展開

お買い物サービス

ス
テ
ッ
プ

御用聞き、お届けサービス

24

 ハーティスト（女性中心）によるお届け

 買い物弱者(高齢者、有職女性、障がい者）対策

 スパイダーデリバリーの展開
（ライフコーポレーションと業務提携）

 ＤＳＳの導入
（デリバリー・ソリューション・サース）

地球環境、社会貢献

事業基盤の拡大

スパイダーデリバリーハーティスト
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物品販売

25

メーカーとバイヤーをつなぐ「企画商社」

２０１８年３月期

メーカーの

商品開発 支援

２０１９年３月期

Ｅコマース

販売チャネルの充実

２０２０年３月期

国内でのサービスを

海外へ

購入したくなる商品づくりと販路拡大

ス
テ
ッ
プ

家庭紙

商品企画

通信EC

高齢化社会の課題解決への対応

事業基盤の拡大

１１，４３６１０，７６３

７，１４０ ７，７７９

４５０ ６９２

３，１７３ ２，９６５

家庭紙・商品企画

EC通販

通信ビジネス

１９/３１８/３

（単位：百万円）
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デマンド・チェーン・マネージメント・ソリューションパートナー

２０１８年３月期

お客様上流工程

ソリューション拡大

２０１９年３月期

お客様のロジスティクス

を再定義

２０２０年３月期

ＤＣＭ

ソリューションパートナー

ス
テ
ッ
プ

在庫削減ソリューション

お客様の物流業務効率化により２０％の生産性向上を実現する

 物流コンサルティング
コンサルタントがお客様の経営環境を正しく分析のうえ
課題を明確化し、ＩＴを効果的に活用した解決策を提供

 物流業務アウトソーシング
マネジメントセンターがお客様業務の前工程・後工程を
BRAIS（Bigdata Robot AI IoT Sharing）も活用し、効率化

 上流コンサルへのシフト
要員数目標：１２０人 実績：１２０人

 オフショアの拡大・・内製化比率低減
内製化比率目標：２６％ 実績：２６％

２０１９年３月期

情報販売

人的資源確保、
人材価値・能力向上

事業基盤の拡大

お客様の労働力不足に対応
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人的資源確保・人材価値向上と、労働人口減少下における価値提供

27

２０１８年３月期

多様な人材受け入れ

環境構築

２０１９年３月期

プラスα目線をもった

人材育成

２０２０年３月期

自発行動できる

人材育成

ス
テ
ッ
プ

夢と希望と誇りを感じられる企業を目指す

定着
・定着率（STC) 路線 ９６．５％、ＳＤ ９５．４％
・独身寮の新規購入・大規模改修
・選択型確定拠出年金制度の導入
・多様な働き方の実施

（時間帯社員・女性・高齢者・定年延長）
・ライフステージに合った就業制度の検討

（時短勤務、育児・介護への対応）
・健康経営の推進

ｂｅｙｏｎｄ２０２０ マイベストプログラムへの参加

育成
・Ｅラーニング、教育動画、ライブ授業など
多様な育成プログラムの実施

・人事制度とリンクした研修制度の充実

採用
・高卒新卒採用の拡大

（昨年１４５名⇒本年２８３名）
・運転免許取得促進と職種変更の推進

（大型、中型、準中型、牽引、ＡＴ限定解除）
⇒路線への職種変更８７名

・自動車免許学校のグループ化
・外国人採用(本年新卒９名採用）

人材戦略

人的資源確保、
人材価値・能力向上

地球環境、社会貢献
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２０１８年３月期

西濃運輸

ＣＲＥ戦略展開

２０１９年３月期

輸送グループ

ＣＲＥ戦略展開

２０２０年３月期

グループ全体

ＣＲＥ戦略展開

ＣＲＥ戦略に基づく不動産の取得と活用

 輸送ネットワーク強化の推進 （５ヶ年計画）

○新築・建替え・増設計画 （ロジ・トランス機能 強化）

・首都圏 ４拠点 ・中部 ２拠点 ・関西 ２拠点 ・合計 ８拠点

（内、輸送グループ 共同利用 ３拠点）

・その他 施設計画あり

 物流拠点開発および土地取得

○建替え移転 ＳＴＣ静岡（倉庫増設）

○土地取得 茨城県阿見町 １２，７００坪

 遊休・低利用不動産の売却および高収益化

○売却 ・旧静岡支店

○高収益化 ・旧静岡西、旧京都五条 他

～ ２０１９年３月期 振り返り ～

～２０２０年３月期 取り組み～

ス
テ
ッ
プ

不動産戦略

事業基盤の拡大

 遊休・低利用不動産の売却または高収益化への転換

○都内 低利用不動産 高収益化

・ 都内 新築マンション建設 ２棟（今年度着工予定）

○旧東京支店 売却 ・圧縮記帳（買換え特例）の活用

●

●
●

２０２０年３月期 首都圏

●

●

●

東京都

神奈川県

千葉県

埼玉県

茨城県

●・・・ロジ・トランス機能 強化
●・・・マンション事業

○物流センター拡大

○共同利用施設

○不動産賃貸収入増
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安全・安心な交通社会の実現

29

安全推進インストラクターによる指導

 事故を発生させない運転技能習得

 法規走行、点検技術、関係法令の知識を伝授

 エコ安全ドライブによる燃費改善

 ドラコン手法による安全指導の推進

 ドライブレコーダーによる安全運転検証

「エコ運転」＝「安全運転」

安全 (安全推進インストラクター制度)

必要な運転技能、点検技術の更なる向上地球環境、社会貢献
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お問合せ先

セイノーホールディングス株式会社

財 務 Ｉ Ｒ 部

〒503-8501  岐阜県大垣市田口町１番地

TEL：0584-82-5023 FAX：0584-82-5045

http://www.seino.co.jp/seino/shd/

E-mail：i.r@seino.co.jp

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、

当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



２０１９年３月期　決算説明会補足資料

業  績  概  要

２０１９年５月１７日

セイノーホールディングス株式会社



１．　主要な経営指標等の推移

決 算 期 単位 ２０１７年３月期 ２０１８年３月期 ２０１９年３月期

売 上 高 百万円

567,539 596,130 618,436

営 業 利 益 百万円

27,116 27,879 31,209

営 業 利 益 率 ％

4.8 4.7 5.0

経 常 利 益 百万円

28,909 29,120 33,629

経 常 利 益 率 ％

5.1 4.9 5.4

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 百万円

18,206 20,046 21,216

自 己 資 本 利 益 率 （ ROE ） ％

4.9 5.2 5.2

純 資 産 額 百万円

381,299 405,739 426,207

総 資 産 額 百万円

594,263 628,728 657,983

総 資 本 利 益 率 （ ROA ） ％

3.1 3.3 3.3

自 己 資 本 比 率 ％

63.1 63.4 63.8

総 資 産 経 常 利 益 率 ％

4.9 4.8 5.2

1 株 当 た り 純 資 産 額 （ BPS ） 円

1,912.12 1,998.90 2,057.98

有 利 子 負 債 対 自 己 資 本 比 率 ％

5.1 4.9 6.0

株 価 純 資 産 倍 率 （ PBR ） 倍

0.65 0.98 0.72

1 株 あ た り 当 期 純 利 益 （ EPS ） 円

92.09 101.88 104.85

株 価 収 益 率 （ PER ） 倍

13.6 19.2 14.1

営 業 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 百万円

34,871 41,286 48,008

投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 百万円

△ 17,840 △ 26,271 △ 22,530

財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 百万円

△ 8,483 △ 7,180 △ 7,193

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高 百万円

72,365 80,214 98,462

従 業 員 数 名

27,627 28,006 28,539

2 



２．　決算概要推移

（単位：百万円、％）

567,539 100.0 12,081 2.2 596,130 100.0 28,590 5.0 618,436 100.0 22,306 3.7

輸 送 事 業

422,869 74.5 6,756 1.6 443,167 74.3 20,298 4.8 462,459 74.8 19,291 4.4

自 動 車 販 売 事 業

100,237 17.6 5,796 6.1 103,342 17.3 3,105 3.1 102,233 16.5 △ 1,108 △ 1.1

物 品 販 売 事 業

27,749 4.9 △ 279 △ 1.0 31,575 5.3 3,825 13.8 33,518 5.4 1,942 6.2

不 動 産 賃 貸 事 業

1,542 0.3 71 4.8 1,598 0.3 55 3.6 1,651 0.3 52 3.3

そ の 他

15,140 2.7 △ 262 △ 1.7 16,445 2.8 1,305 8.6 18,574 3.0 2,128 12.9

540,422 95.2 11,151 2.1 568,251 95.3 27,828 5.1 587,227 95.0 18,976 3.3

人 件 費

196,441 34.6 3,486 1.8 203,532 34.1 7,091 3.6 210,245 34.0 6,713 3.3

燃 料 費

13,640 2.4 △ 718 △ 5.0 15,417 2.6 1,776 13.0 17,014 2.8 1,597 10.4

減 価 償 却 費

16,976 3.0 937 5.8 17,775 3.0 798 4.7 19,000 3.1 1,225 6.9

傭車料・取扱手数料

外 注 費

157,327 27.7 2,809 1.8 166,777 28.0 9,449 6.0 173,172 28.0 6,395 3.8

通 行 料

7,949 1.4 61 0.8 8,016 1.3 66 0.8 8,001 1.3 △ 14 △ 0.2

そ の 他

148,086 26.1 4,574 3.2 156,732 26.3 8,645 5.8 159,791 25.8 3,059 2.0

27,116 4.8 930 3.6 27,879 4.7 762 2.8 31,209 5.0 3,330 11.9

2,129 0.4 △ 372 △ 14.9 2,011 0.3 △ 117 △ 5.5 2,868 0.5 856 42.6

337 0.1 △ 75 △ 18.3 770 0.1 433 128.5 448 0.1 △ 322 △ 41.8

28,909 5.1 633 2.2 29,120 4.9 211 0.7 33,629 5.4 4,509 15.5

科 目

２０１７年３月期 ２０１８年３月期

金額 構成比 前年増減額 増減率 金額 構成比 前年増減額 増減率

売 上 高

営 業 費 用

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

２０１９年３月期

金額 構成比 前年増減額 増減率

3 



３．　セグメント別営業費用比較

人 件 費 175,286 3,045 1.8 181,297 6,010 3.4 187,110 5,812 3.2

燃 料 費 13,361 △ 680 △ 4.8 15,075 1,714 12.8 16,628 1,552 10.3

減 価 償 却 費 14,992 871 6.2 15,653 661 4.4 16,950 1,296 8.3

傭車料・取扱手数料

外 注 費

157,327 2,809 1.8 166,777 9,449 6.0 173,172 6,395 3.8

通 行 料 7,949 61 0.8 8,016 66 0.8 8,001 △ 14 △ 0.2

そ の 他 35,907 △ 12 △ 0.0 37,427 1,519 4.2 38,422 994 2.7

404,824 6,094 1.5 424,248 19,423 4.8 440,285 16,037 3.8

人 件 費 13,379 303 2.3 13,395 15 0.1 13,361 △ 34 △ 0.3

燃 料 費 203 △ 13 △ 6.0 215 11 5.7 232 17 8.0

減 価 償 却 費 1,861 31 1.7 1,918 57 3.1 1,761 △ 157 △ 8.2

そ の 他 88,402 5,573 6.7 92,497 4,095 4.6 93,274 777 0.8

103,846 5,895 6.0 108,026 4,179 4.0 108,629 603 0.6

人 件 費 1,406 △ 1 △ 0.1 1,444 37 2.7 1,426 △ 17 △ 1.2

燃 料 費 5 △ 0 △ 7.1 6 △ 0 10.9 6 △ 0 5.8

減 価 償 却 費 42 3 10.5 38 △ 3 △ 8.9 49 11 30.6

そ の 他 45,149 △ 1,263 △ 2.7 49,905 4,755 10.5 52,696 2,791 5.6

46,603 △ 1,261 △ 2.6 51,393 4,790 10.3 54,179 2,785 5.4

減 価 償 却 費 54 16 43.3 62 8 14.8 83 21 34.8

そ の 他 210 3 1.9 297 87 41.6 232 △ 64 △ 21.8

264 20 8.3 359 95 36.1 316 △ 43 △ 12.0

人 件 費 7,386 107 1.5 8,166 780 10.6 8,800 633 7.8

燃 料 費 70 △ 24 △ 25.9 120 49 69.9 147 27 22.8

減 価 償 却 費 362 27 8.2 445 82 22.8 529 83 18.8

そ の 他 16,685 △ 14,217 △ 46.0 19,509 2,824 16.9 24,066 4,556 23.4

24,505 △ 14,106 △ 36.5 28,242 3,736 15.2 33,543 5,301 18.8

人 件 費 △ 1,018 31 - △ 771 246 - △ 453 318 -

減 価 償 却 費 △ 335 △ 12 - △ 343 △ 7 - △ 373 △ 30 -

そ の 他 △ 38,268 14,490 - △ 42,905 △ 4,636 - △ 48,901 △ 5,996 -

△ 39,622 14,508 - △ 44,019 △ 4,397 - △ 49,727 △ 5,708 -

人 件 費 196,441 3,486 1.8 203,532 7,091 3.6 210,245 6,713 3.3

燃 料 費 13,640 △ 718 △ 5.0 15,417 1,776 13.0 17,014 1,597 10.4

減 価 償 却 費 16,976 937 5.8 17,775 798 4.7 19,000 1,225 6.9

傭車料・取扱手数料

外 注 費

157,327 2,809 1.8 166,777 9,449 6.0 173,172 6,395 3.8

通 行 料 7,949 61 0.8 8,016 66 0.8 8,001 △ 14 △ 0.2

そ の 他 148,086 4,574 3.2 156,732 8,645 5.8 159,791 3,059 2.0

540,422 11,151 2.1 568,251 27,828 5.1 587,227 18,976 3.3

金額 前年増減額

２０１７年３月期 ２０１８年３月期

増減率金額 前年増減額 増減率

物 品 販 売

営業費用

輸 送 事 業

小 計

自 動 車 販 売

小 計

小 計

不 動 産 賃 貸

小 計

そ の 他

小 計

調 整 額

小 計

営 業 費 用 合 計

合 計

（単位：百万円、％）

２０１９年３月期

金額 前年増減額 増減率
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４．従業員の推移

（単位：名、％）

1,752 39 2.3 1,798 46 2.6 1,860 62 3.4

乗 務 社 員 16,481 △ 36 △0.2 16,592 111 0.7 16,728 136 0.8

非 乗 務 社 員 6,544 325 5.2 6,681 137 2.1 6,954 273 4.1

非 管 理 職 計 23,025 289 1.3 23,273 248 1.1 23,682 409 1.8

24,777 328 1.3 25,071 294 1.2 25,542 471 1.9

366 △ 3 △0.8 376 10 2.7 374 △ 2 △0.5

1,488 41 2.8 1,475 △ 13 △0.9 1,513 38 2.6

1,854 38 2.1 1,851 △ 3 △0.2 1,887 36 1.9

42 △ 3 △6.7 51 9 21.4 52 1 2.0

162 △ 1 △0.6 154 △ 8 △4.9 149 △ 5 △3.2

204 △ 4 △1.9 205 1 0.5 201 △ 4 △2.0

180 2 1.1 195 15 8.3 218 23 11.8

612 △ 13 △2.1 684 72 11.8 691 7 1.0

792 △ 11 △1.4 879 87 11.0 909 30 3.4

2,340 35 1.5 2,420 80 3.4 2,504 84 3.5

25,287 316 1.3 25,586 299 1.2 26,035 449 1.8

27,627 351 1.3 28,006 379 1.4 28,539 533 1.9

輸送事業 ２０１７年３月期

前年対比

２０１８年３月期

前年対比

増減 増減率 増減 増減率

管 理 職

非

管

理

職

計

自動車販売事業 ２０１７年３月期

前年対比

２０１８年３月期

前年対比

増減 増減率 増減 増減率

管 理 職

非 管 理 職

計

物品販売事業 ２０１７年３月期

前年対比

増減 増減率 増減 増減率

管 理 職

非 管 理 職

計

２０１８年３月期

前年対比

２０１７年３月期そ　の　他

前年対比

２０１８年３月期

前年対比

増減 増減率 増減 増減率

管 理 職

非 管 理 職

計

合　　　　計 ２０１７年３月期

前年対比

２０１８年３月期

前年対比

増減 増減率 増減 増減率

管 理 職

非 管 理 職

合　　　　計

２０１９年３月期

前年対比

増減 増減率

２０１９年３月期

前年対比

増減 増減率

２０１９年３月期

前年対比

増減 増減率

２０１９年３月期

前年対比

増減 増減率

２０１９年３月期

前年対比

増減 増減率
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５．車両の状況

保有営業車両の状況　（輸送事業）

（単位：台）

台数 対前年比 台数 対前年比 台数 対前年比

6,502 △ 31 6,508 6 6,652 144

ヘッド 318 20 324 6 322 △ 2

シャーシ 450 6 454 4 440 △ 14

中型車 11,708 △ 61 11,737 29 11,737 0

小型車 1,474 27 1,491 17 1,533 42

軽自動車 631 46 698 67 912 214

その他 3,131 90 3,172 41 3,282 110

合計 24,214 97 24,384 170 24,878 494

２０１８年３月期 ２０１９年３月期

大型車

区分

２０１７年３月期

6 


	20190517　決算説明会スライド作成用【スライド】(20190514)印刷用
	2019年3月期 決算説明会補足資料（業績概要）20190517

